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状況の中で、何を考慮して、どういう思考プロセ

スでその問題に対して取り組んでいけばいいのか

という技法の部分を伝えていく。そのようなプロ

グラムを作ろうと思って、今年度、附属中等学校

の先生方と協働して、今まさにプログラム、モジ

ュールの作成を行っているところです（図７）。 

 

 

図６ 

 

 

図７ 

 

 それを通じて、カリキュラム・イノベーション

という課題とどう接続していけるかというところ

は、今後の課題として考えていきたいと思ってい

ます（図８）。また後でディスカッションの中で発

言する機会があれば、その辺りに触れたいと思い

ます。 

※参考資料（図９） 

 

 

図８ 

 

 

図９ 

 

「社会で生きる学力の獲得を目指して」 

村石 幸正・福島 昌子 

（東京大学教育学部附属中等教育学校） 

 

（村石） 私どもの学校は、さまざまな側面を持

っています。双生児の学校という側面もあるし、

中等教育学校のモデル校を標榜しているので、そ

のような側面もあります。それ以外にも、心理学

入門という授業も実践していますし、また卒業研

究を始めて今年度で29年目です。高２、高３の２

年間をかけて、一人の生徒が自分でテーマを決め

て、すべて自分でやっていくという形の授業もや

っています。そのような中で、現在、私どもの学

校で行っている協働学習という授業のあり方につ

いて、教育学研究科の佐藤学先生、市川伸一先生、

秋田喜代美先生にご指導いただいて取り組んでき

ています。本日は、本校の協働学習に関する研究、

研修を担当している研究部の主任である福島より、

その部分に関して報告をさせていただきます。 
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（福島） 本校がこれまで教育学部と連携研究を

行ってきたことと、これからのことについてお話

をさせていただきたいと思います（図１）。本校の

特徴は、特に二つあります。一つは、協働学習を

導入してから、コの字型の形で授業を行ってきて

いるということと、もう一つは、双子たちがたく

さん在籍しているということです。今年度までに

913組の双子が在籍しています。その中でさまざま

な実践や調査、ケーススタディなどを通して双生

児研究をすすめています。その双生児法による研

究活動は、双生児を通して「遺伝と環境」につい

て広く一般教育に役立てようというものです。在

籍数としては、全校生徒740名中約130名前後の双

子たちが校舎内に存在するという状況にあります。

それが他校にはない大きな特徴と言えます。 

 

 

図１ 

 

未来にひらく自己の確立 

 学校というものは、教育目標があってカリキュ

ラムが存在するといえます。まずは教育目標をご

覧ください（図２）。「未来にひらく自己の確立」

という教育目標に対し、具体的な項目として、「豊

かな人間」「自主的な思考と判断力」「のびやかな

表現力」という３つの柱が立っています。それぞ

れの教科学習と総合的学習で、「ことばの力」「論

理の力」「情報の力」「関係の力」「身体・表現の力」

という五つの力を基本として育て、その力を社会

に生きる力に繋げていくというのが本校の教育の

ねらいとしています。 

 

 

図２ 

 

 その目標を達成させるためのカリキュラムです

（図３）。本校は中等教育学校の６年制の学校で、

１～３年生が中学に相当する学年、４～６年生が

高校に相当する学年です。その中を２年ごとに区

切り、２－２－２制で、基礎期、充実期、発展期

という形で教育を行っています。また、６年間の

教科学習を見通した中で、中等教育学校の特色を

生かし、４年生の授業を前倒して３年生で行うな

ど、それぞれの教科の中で特徴のあるカリキュラ

ムを組んでいます。 

 

 

図３ 

 

 それと並行して、総合学習入門、課題別学習、

卒業研究があります。総合的な学習は、先ほどの

五つの力のうち、基礎的なものを１・２年生のと
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きに充実させるプログラムを組み、３・４年生で

は課題別学習という、先生方の教科の枠を超えて、

よりの専門性の高い特色あるテーマを打ち出し、

興味・関心を持った生徒たちがその講座を受ける

という授業を行っています。特徴としては、３年

生と４年生の異学年で行うということです。そし

て、それらの 後の集大成が卒業研究です（図４）。

一人一人が興味・関心のあるテーマに基づいて、

大学のゼミ形式と同様な学習スタイルで論文にま

とめ上げていくというもので、これは全国学芸科

学コンクールの内閣総理大臣賞や、文部科学大臣

賞も頂いています。また、根本先生がこの卒業研

究にかかわってくださっているので、この先どの

ように変わっていけるのか楽しみにしているとこ

ろです。 

 

 

図４ 

 

教育学部との連携 

 これまで行ってきた学部との連携の中には、学

部の先生が研究されていることを附属をフィール

ドとして行っている東京大学双生児科学推進事業

があります（図５）。これまで66年間、双子と一般

児の性格検査、学力検査、知能検査など、200前後

のさまざまな検査を行ってきました。現在、紙媒

体であるものをデータベース化し、それを行く末

は世の中の研究者の方々に提示できるようにして

いくといった取り組みです。 

 

 

図５ 

 

 もう一つは、学校教育高度化専攻との連携です。

今年度は21名の実地研究を受け入れました。 

 また、その他に今年度から新しく始まったもの

としては、このイノベーションの科研と、図書館

を学習過程の中心に置くというものがあります。 

 また、附属をフィールドとして協力するのでは

なく、共同と連携で学部の先生方と附属の教員が

共に行っているものとして、授業研究と健康教育

研究の二つがあります（図６）。 

 

 

図６ 

 

授業方法論研究 

 ここからは、主に学校全体として取り組んでい

る授業研究のことについてお話しさせていただき

ます（図７）。授業方法論研究として、協働学習を

2005年度から導入しました。「学びの共同体」は佐

藤学先生から、2009年からの「教えて考えさせる
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授業」は市川先生からご指導いただいています。

そして協働学習全般、また学校の中での研究組織

体制づくりに関して秋田喜代美先生にご指導いた

だいて授業研究を行ってきました。 

 

 

図７ 

 

 協働学習を通して学校づくり、授業づくりを行

う目的は、一斉授業で一方的に効率良く知識を伝

達し、暗記させる教え込み授業を変えていくとい

うことと、教科書、ノートの学びから、仲間と共

に探究し合う問題解決的な学びに変えていくとい

うことの２つがあります。 

 協働学習の機能については、資料に書いてあり

ますので後ほどご覧ください（図８）。 

 

 

図８ 

 

教員アンケートによる振り返り 

 実際に協働学習を導入して、先生方にアンケー

トを採りました（図９）。その中で、「生徒につい

て」の項目では、多くの意見が出されましたが、

学び合う姿勢が生徒に身に付いてきた、分からな

い子が分かる子に聞けるようになり、分かる子が

分からない子に教えてあげることができるように

なるという、学び合う姿勢ができたのではないか

ということ、また、人とのかかわり方、関係づく

りもかなりできてきたのではないかということが、

先生方から一番多く挙げられていました。 

 

 

図９ 

 

 教師・授業については、代表的なものを挙げて

みました（図10）。まず教員は、自分の授業を人に

見ていただいて講評していただく、または人の授

業を見る、あるいは見たとしても意見を言うとい

うことには慣れていません。今回、協働学習をす

ることにより、そういうことに抵抗的な感覚があ

った先生方も、自分の授業を開く中で、だいぶそ

れに慣れてお互いの授業について意見交換ができ

るようになったといえます。また、自分の授業の

中で見て、その生徒はこうだと認識していたつも

りが、違う先生の授業では全く異なった側面を見

せていたということでも、さまざまな角度で子ど

もたちを見て育てていくことができるようになっ

たと、かなり多く挙げられていました。 
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図10 

 

研究部による研究体制・組織づくり 

 これまでは、附属では自分の授業の中で協働学

習を取り入れながらどのように取り組むかという

ことを考えてきていましたが、昨年度から秋田先

生のご指導の下で、学校全体としての研究体制を

どう作っていくかということの改革が始まりまし

た（図11）。まずは先生方に何をどのように具体的

に示したらよいかということで、目的、年間計画、

方法が明確に可視化でき、自分たちで理解できる

ようにすることを中心に考えました。国立の附属

という立場から、国の拠点校であること、それか

ら開発学校のモデルであることを常に念頭に置き

ながら、考えるということです。その中で、単年

度で終わるものではなく、長期的な展望をもった

中で目標を立て、そして変容が見えるものにして

いくということを中心にしながら年間計画を立て

ました。 

 

 

図11 

 

 研究主題を教員全員で年度の初めに確認し、そ

の研究主題を意識した中で通年の授業を行ってい

く。そして校内での授業検討会を行い、 終的に

公開研究会の場で発信しつつ、全国の先生方と意

見交換をして、まとめと振り返りをするという計

画を立てました。 

 その方法としては、学校全体として研究に取り

組むだけでなく、研究校の責務としての個人研究

と教科研究の兼ね合いとそのバランスをうまく取

ることにも配慮しました。 

 今年度の研究テーマ（主題）は、「学びの質を高

める協働学習」で、副題が「教科の特性に基づく

学びとは」となっています（図12）。このテーマに

取り組み３年目になります。周りから見ると「ま

た今年もか」と思われるかもしれませんが、やは

り長期的な展望を持って変容するということを考

え、一つのテーマを追求してきました。しかし、

ただ同じテーマの下で同様の内容を繰り返してい

るわけではなく、１年を終えたのちに振り返りを

行い、反省すべきところを改めて次年度につなげ、

それを副題として設定しています。初年度、２年

目までは、「教科の枠を超えた学び」、または「各

教科に共通する学びの質」についてテーマを掲げ

ていましたが、今年度は学習の基となる教科学習

の学びを中心に据えて、教科の枠を超えた学び以

前に教科の中での学びの特性をきちんと考えてみ

る。そしてそれを次に、また教科の枠を超えた、
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教科に共通する視点ということで学びの質を捉え

ていきたいと考え、今年度の副題を「教科の特性

に基づく学びとは」ということで取り組みました。 

 

 

図12 

 

 年間計画として、日常の授業の中に位置付ける

ことはもとより、研究会を行うこととし、基本的

に全教員が年１回は授業を開くことを原則として

います（図13）。年間９回の授業検討会を行ってい

ます。学部の先生方からご指導いただく研究会と、

教科別の授業検討会、それから学年で生徒たちを

見て支えていこうという学年授業検討会です。こ

こに書かれている一番左側の学部の先生方を中心

としながら、多くの先生方が参加して私たちの授

業に対してコメントをくださっています。そして

後に公開研究会で発表するという形になってい

ます。公開研究会も今年度で13回目を迎えます（図

14）。当初は、中等教育学校に移行した際、研究開

発校として始めたことをきっかけに公開研究会を

開催しました。その中で、「学びの共同体」を研究

開発の６年目の 後の年から導入し、2009年から

「教えて考えさせる授業」、そして「協働学習（1）

（2）」ということで、現在、三つの授業方法論の

中で授業を展開しています。学びの質を高めるこ

とを目的とする際に、さまざまな授業方法論を学

部の先生方から学び、私たちなりに協働学習を通

して「学びの質」を模索している状況です。 

 

 

図13 

 

 

図14 

 

 図15の右は、公開研究会の一般参加者の人数で

す。2003年で突出して人数が増えているのは、中・

高一貫研究大会と本校の公開研究会の２日間の合

計人数で示されているためです。それ以外の年度

を見てわかるように、実質、研究体制を採って学

部の先生方からご指導いただくようになってから、

ぐんと参加者が増え、昨年度からは人数制限をす

るほどになりました。その要因として、授業に関

して私たちも「学びの質を高める」ということに

意識を高く持ち、全国の教育関係者の方々と意見

交換を行い、授業を、学校を公開するということ

と、発信する体制が整えられてきたということが

あるのではないかとも考えています。 
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図15 

 

イノベーション科研とのかかわりの中で 

 シンポジウムのテーマであるイノベーションと

のかかわりの中で、「基幹学習」「生き方の学習」

「社会参加の学習」の三つのユニットと、総括ユ

ニットを設けて取り組んでいます（図16）。このプ

ロジェクトが本校にどのように関わっているのか、

「基幹学習」を黄色、「生き方の学習」を水色、「社

会参加の学習」をピンクで色分けをして表しまし

た（図17）。これだけ多くの研究グループが今年度、

本校の先生方の授業の中に入ってきています。そ

の12テーマの中には、実際に授業の中で行うもの、

それぞれの先生方の中で研究が進められていて、

調査・観察を授業の中あるいは授業外で行うもの、

附属の先生方と共に新しいプロジェクトを立ち上

げていくものがあります。本校の教員は一人二～

三つのテーマに所属しながら、学部の先生方と共

にこの中に参加しています。また、この他に13グ

ループとして附属側から立ち上げた「総合的な学

習のあり方」と題したプロジェクトもあります。

これだけ多くの数のものが入ってきている中で、

３年後、どのような授業になっていくのか、どの

ようなことを学べるのか、大変期待しています。 

 

 

図16 

 

 

図17 

 

附属学校の今後 

 後に、附属学校としての今後について、イノ

ベーション科研費プロジェクトとのかかわりの中

で見てみると（図18）、国立大学附属としての使命

と役割から考え、あくまでもモデル校であること、

国の拠点校であることを念頭に置きつつ、「日本の

教育のあり方」を意識し、附属学校としての「教

育実践研究」を「これからの学びのスタイル」「授

業のスタイル」等の授業改革を推し進めるという

ことが一番大きなことになるのではないかと思い

ます。また、 先端の教育学研究を行う学部と、

教育研究の実践の場としての附属学校が共同・連

携研究を行い、「社会に生きる学力」の獲得を目指

した教育をしていくことが私たち附属の役割であ

り、使命だとも考えています（図19）。 
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図18 

 

 

図19 

 

指定討論 

「カリキュラムの政治性の視点から」 

金森 修（基礎教育学コース） 

 

 私はフランスの哲学を背景にしているので、大

ざっぱに言うと哲学で、しかも、恐らく割と古典

的な物の考え方をする人間だと自分で分かってい

ますので、そのつもりで今日はお話をします。 

 「社会に生きる学力形成」ということで、いろ

いろお聞きし、特に 後の福島先生からは協働学

習に関する非常に興味深いお話を伺いました。こ

れが協働学習という意味での、例えば社会的なレ

リバンスということであれば、確かにわれわれが

大人になってから、ある個別の問題を与えられた

ときに、単独で仕事をしている場合ももちろんあ

りますが、より多く、より頻繁には、共同で教え

たり、教えられたり、協力し合いながらやること

が普通になるわけです。それを考えると、高校に

入った時点で既にそういう様式で学ぶということ

はとても素晴らしいと思います。社会的レリバン

スという概念自身と照らし合わせても、極めてレ

リバントな作業だと思います。 

 ただ、今日、私が主にお話しすることは、それ

とは若干違うことです。５人のお話の中では、主

に佐藤先生のお話を念頭に置きながらお話ししよ

うと思います。哲学ですので、概念的な詰めをど

うしてもするので、 初に出てきたアカデミズム

を背景にした教科教育で、上意下達的に行うもの

と、それが古いものだとすると、より新しいもの

としての社会的レリバンスという概念図も、明確

なようでいて、それほど明確ではないように私に

は見えます。社会的なレリバンスということで、

福島さんたちがなさっているようなことであれば

非常にいいのですが、社会というときに、みんな

で共同作業で分からないものをいろいろ探究する

だけではない形での社会の切り口も当然ながらあ

ります。 

 

社会に対応する知識 

 一番分かりやすい理科を例に取ります（図１）。

個人的な記憶に頼ることになって申し訳ありませ

んが、私が間違っていなければ、私は54年に生ま

れているので、60～70年代前半に子ども時代を過

ごしています。中学から高校に入ったぐらいのこ

ろに、高校の学習参考書で、例えば幾何光学に相

当するもの、つまり凸レンズや凹レンズなどを非

常に複雑に組み合わせて虚像や実像を作るといっ

たいろいろな練習問題がありました。若干先輩の

人たちは、非常に細かい幾何光学の訓練をしてい

ましたが、私のころには既に下火になっていまし

た。今考えてみると、その後大人になって、キヤ

ノンだのニコンだのに入って光学系のエンジニア

になる人たちの知識を準備させるものとして、中

学の終わりから高校ぐらいにかけて、そういう訓
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